
令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：愛知県立大学公開シンポジウム「世界展開する海外日本研究者に学ぶ」 

     大航海時代のキリシタン文学―グローバル社会の形成に果たした日本の役割― 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

4. 主  催：日本文化学部 

5. 開催日時：令和 2 年 10 月 14 日（水） 14：00～17：00 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：パトリック・シュウェマー 氏（武蔵大学人文学部 准教授） 

8. パネリスト：南郷 晃子 氏（神戸大学国際文化研究推進センター 協力研究員） 

     服部 光真 氏（元興寺文化財研究所 研究員） 

9. コメンテーター：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

10. 参加者数：157 名（一般） 

                 

【概 要】              

 

 

 

 

                    

                    【チラシ】 

 

 

 

 

 

【シンポジウムの様子】 

 

 

 

 

 

〔基調講演〕 

排耶書に見られるキリシタン知識の伝承 否定という受容 

パトリック・シュウェマー氏（武蔵大学人文学部 准教授） 

 〔シンポジウム〕 

『吉利支丹物語』へのアプローチ 

     ―「異」を読む、「異」から読む 

三宅宏幸准教授（愛知県立大学日本文化学部）による

司会のもと、パネリストからの報告後、講師・コメン

テーターとともに江戸時代初期の「異」文化への、あ

るいは「異」文化からの視点について議論した。 

 


